



職だけの人生であったなら、決して得ることのできない多くの出遇いと経験を研究所において蓄積できたように思う。二〇一八年に大谷大学より学位を取得できたのも研究所あってのことであった。私は六十五歳となった今年度末、一つの区切りを迎える（別科非常勤講師を定 退職） 。所報の巻頭言に若干 思いを記させてい だきたい。　
研究所は、広く仏教文化を研究課題とするとはいえ、開所以来、その





叢書Ⅰ 『蓮如名号の研究』 （一九九八） 、 同Ⅱ～Ⅴ 『実如判
 五帖御文の研究』
（一九九九～二〇〇三） 、同Ⅵ『史料
 大浜騒動』 （二〇〇三） 、同Ⅶ『蓮





















































がら、その根拠とな 同時代史料は見出されておらず、同年の『御堂日記』の発見が期待されていた（注３） 。何かしらの記述があるものと考えられたからである。しかし、はっきりと享保三 のものとわかる完全本はなく（冊子として状態がよく表紙に年時が明記されているものもあれば、綴じ 外れ、ば ばらになっているものも多く残されている） 、調査は難航した。失われてい 可能性も考えら た。　
そうしたところ、二〇一八年八月八～一〇日に実施した調査（注４）










（②） 。この深広院は、 『大谷嫡流実記』 （注５）によれば、東本願寺第十四世琢如の十四男常智晴含で、船場本徳寺第七世演慈院琢玄瑛白（琢如五男）の弟にあたり、享保 年（一七一七）に没している（琢玄の弟である縁により一周忌が船場本徳寺でも勤められたのであろう） 。よってこの（Ａ）は享保三年のものと判明する。　
次に、 （Ｂ）の五月二日条に「新御堂江御入仏諸式如別記」 （⑤） 、ま
た「御遷座御法会之規式」 （⑥）とあって法会次第が記録されていた（演慈院琢玄の出仕が確認できる） 。 「諸式、別記の如し」とあるから、他に詳細な記録が作成されたのであろうが、それはなお残念ながら未確認である。また、そ 前後に関連記述がないか調べたが、これ また残念ながら見出すことはできなかっ 。地道な調査作業は今後も続く。　
とはいえ、さしあたり、以上のことから、 （Ａ） （Ｂ を合わせて船場
本徳寺におけ 享保三年の『御堂日記』 ことは明らかであり、さらにこれが同年に船場本徳寺 本堂が再建され、新しい御堂への入仏・遷座の法会が勤められていることを明証する文献史料であることは間違いない。　
このささやかながら大切な成果を、二〇一八年十一月十四日（水）～
十一月二十九日（木）の会期で、真宗大谷派山陽教区同朋会館講堂３を会場に行われた真宗大谷派姫路船場別院 ・宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌事業「船場御坊の四百年―別院本堂 百年・修復 向けて」展で披露することができた（筆者も特別協力） 。しかし、図録等の作成行わなかったため、ここにあらためて寸考を提示す 次第である。　
船場本徳寺の本堂は、享保三年の再建より三百年の歴史を有し（ただ

































誌『尾張名所図会』の挿絵を描いたことなどで知られる尾張藩士小田切忠近である。また、この図 袋裏側から、名古屋の書肆四名（昭華堂・本屋久兵衛・味岡久治郎・本屋善助）が版元 あることがわかる。特に本屋久兵衛こと、菱屋 兵衛は『尾張名所図会』の出版にも関与しているが（ 『名古屋の出版―江戸時代の本屋さん』 市博物館
　














































































































































































































































































































































































































































































































通じる学術的背景で り、筆者の問題関心の中心 い よう。　
ところで、本書の特徴の一つが、 「報恩講」という儀式論にかける比
重が非常に大きいことである。宗教勢力と う問題を論じる になぜそれが必要なのかは、すぐには共感しがたいが、実はそれこそが本書の独創的視点ではないだろうか。 「 如は僧侶
（宗教者）
である。その活動の
根幹には人びとへ 教化がある。この点 従来、あまり注目さ てこなかったが、検討 不可欠なのは当然である」
（五六四頁）
、これは本書後
半の一文である 、ここから読み取れるのは、宗教的活動の 像とその本質を探究することによって、かえっ 戦国社会のなかで 教団 明確になるのであり、さらにそれは従来 研究では不十分であった いうことである。　
筆者は、 「本願寺教団は、民衆が門徒として主な担い手（正式な教団





それを単なる勢力争いの構図のなかだけ 考え のでは く 見逃さ
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失いながらも、心の片隅に存在している違和感である。しかし、時にそのことが急激に学びたくなる。評者は日常の違和感のなかでこの書を開いた。そしてすぐ読み終えた。それほど本書に現れる言葉は簡明で力強かった。それと同時 、本書は学術的史料的価値 高い翻刻 どが添付され、一般書と も専門書としても有用な一冊と感じられた。　
かつてＡ級戦犯である東条英機らの最期を教誨師 して見送った唯一
の日本人、花山信勝 う人物がいた。 本書は花山が最晩年に語った 「太平洋戦争とお念仏」と題する講演記録と、青木馨氏の解説が主な内容で、さらに花山氏の肉声を記録したＣＤ付きである。　
花山の講演には、花山と東条との交流、そして東条が獄中で仏教や浄




ることはな った。このような姿勢と真宗の信仰が彼らのな でいかる意味で共存していたのか。あるいは彼らは最終的 戦争を そして自らをどう受け止めたのだろうか。その詳細を判断するこ は難し ことである。　
現代において、戦犯者たちが教誨師・花山との出会いによって 人生


































る研究を行いたいとの要望から、平成二十六年にアジア仏教研究会分科会が発足した。これまでパーリ上座部仏教の仏典『ミリンダパンハー』を、その和訳である平凡社東洋文庫『ミリンダ王の問い』を中心テキストとして、パーリ原文、漢訳『那先比丘経』 、二種類の英訳を併せて用いて読み進めてきた。広く外部に開かれた研究会という会 性格上、この分科会には仏教学のみならず、真宗学、工学、心理学、教育学といったさまざまな分野の方が参加されている。今回、真宗学を専門とする参加者（庄司憲氏）からもたらされた まさ 研究余滴ともいうべき報告の一端を紹介し、この会 研究報告とした 。　
テキストに、何故全知者であるブッダが、サンガ（ 団）を破壊する



















































対応関係はない。　『妙法蓮華経』 （四〇六年訳出）と『阿弥陀経』 （四〇二年頃訳出）は同じく鳩摩羅什による翻訳である。両経の訳語の使用状況を考えると、同時期に並行して翻訳されていたようであるが、翻訳の完成は阿弥陀経の方が早い。これ 、経典の規模つまり分量 違いによるものであろう。阿弥陀経と法華経を手掛けた羅什が、なぜ無量寿 翻訳に向かわなかった か。阿弥陀経に なぜ「浄土 の語 現れないのか 興味深いところである。　二〇二〇年一月、研究会員の宮崎保光氏が急逝された。前田惠學先生
との出会い ら仏教に関心をもつようになり、研究会に 十年余り在籍




























修宗選択集中摧邪輪』 （ 『摧邪輪』 ）の研究を開始した。一年目として、テキストを『鎌倉旧仏教』寛永年間版翻刻とすることを確定し、その他のテキスト、訳注書や研究論文の収集分析を行いつつ、巻上を読み進めている。　
そもそも明恵は栂尾の高山寺を中心に活躍し、華厳教学を復興し、か






















げ、日本近代における戦争と学問との関係を具体的に考究する活動を開始した。きっかけは、四年前、日中戦争期に中国で学術調査を行った小川貫弌 （龍谷大学名誉教授） という中国仏教史学者の残した資料と出会ったことにあるが、その後、科学研究費助成事業に採択され（ 「日中戦争下の学術調査と人的交流を探るプロジェクト―興亜留学生小川貫弌の記録より」 、日本学術振興会 研究費・基盤研究Ｃ） 、小川だけでなく、争下で学術調査に携わった研究者たちの記録の発掘に努める必要性が出てきたことが当該研究会の立ち上げにつながった。　
近代戦争が国家国益をかけて行われる侵略行為である以上、占領先の










































　『教行信証』の読解において、親鸞が言葉の中に込めたメッセージを確かめるように学習を進めている。特に、親鸞の言語表現、文字への厳密さに注目して読むこと、また、その表現の中に込められている重層的な意味を読み取ることを意識しながら読解を進めている。　今年度は、 「信巻」 における 「王舎城の悲劇」 について学習を進めた。 「信
巻」では『涅槃経』に って王舎城の物語と阿闍世の姿が尋ねられているが、阿闍世の出生の因縁については 善導の『観経疏』も確認しつつ、その背景を確かめた。　
親鸞が阿闍世の姿にどのような課題を見出したのか。 「慚愧」という
問いを確かめつつ、さらに学習を進め いきたい。
　「近代戦争下 学術調査と人的交流」研究会
藤井由紀子
　
　
教行信証 会
吉田
　
暁正
　
点もあるが、本研究会はそれらをさらに精査して読解を進めている。また現行の先行研究は、巻上に集中しており、中、下巻は、近年中巻の訓・註
 試稿として連載している米澤実江子氏の研究などが数少ない諸
研究である。本研究会は、後には中下巻の読解の指針となるような研究の成果を学界に提出することも一つの目標である。
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《研究所構成メンバー》所
　
長
 
安藤
　弥
 
所
　
員
 
古川
　桂（人文学科）
　
岩瀬
　真寿美（社会福祉学科）
 
石牧
　良浩（社会福祉学科）
所員・幹事
 
市野
　智行（仏教学科）
研究顧問
 
小山
　正文
　
玉井
　威
　
小島
　惠昭
　
蒲池
　勢至
所員（非常勤）
 
千枝
　大志
　
川口
　淳
客員所員
 
青木
　馨
　
飯田
　真宏
　
塩谷
　菊美
　
大山
　誠一
　　　　　　　　
大艸
　啓
　
岡村
　喜史
　
花
　栄
　
北畠
　知量
　　　　　　　　
ギャナ・ラトナ
　
工藤
　克洋
　
黒田
　龍二
　　　
嘉木揚
　凱朝
　
脊古
　真哉
　
新野
　和暢
　
武田
　龍
　　　
服部
　仁
　
藤井
　由紀子
　
藤村
　潔
　　　
ブレニナ・ユリア
　
松金
　直美
　
吉田
　暁正
　　　
吉田
　一彦
客員研究員
 
川村
　伸寛
　
周
　夏
　
高木
　祐紀
　
中川
　剛
　
松山
　大
　
特別研究員
 
老泉
　量
　
日比野
　洋文
《所員会議》
 
4／
８、５／
７、６／
18、７／
16、
10／１、
11／
12、
 
12／３、
12／
17、１／
15
《公開講座等》・教行信証学習会　〔前掲〕・現地で学ぶセミナー　第１回
　〔開催日〕７／６（土）
　〔講師〕脊古
　真哉
　「遠江国の宗教文化―静岡県周智郡森町・浜松市天竜区・北区―」 　
二〇一九年度彙報
　
第２回
　〔開催日〕
11／
19（火）
　〔講師〕千枝
　大志
　「仏教文化からみた伊勢志摩―伊勢国（松坂・斎宮・宇治山田）の神　
　仏交渉等の史的痕跡を求めて―
」
《ギャラリー展示》 （会場＝ＤＯプラザ閲蔵１階ギャラリーＤＯ）・前期「空間にみる名古屋の寺院と城下町のカタチ」展　〔会期〕７／６～７／
16
　〔担当〕千枝
　大志・川口
　淳
※ギャラリートーク（
7／
8（月） ・７／
13（土） ・７／
15（月）
　
　
各午後１時～）
・後期「法然」展　〔会期〕
12／
6～
12／
17
　〔担当〕飯田
　真宏・市野
　智行・川口
　淳・安藤
　弥
※ギャラリートーク（
12／７（土）午後４時～、
12／
14（土）午後１
時～）
《史料調査活動》・真宗寺院史料調査
４／
19 
真宗大谷派名古屋別院（愛知県名古屋市）
＊継続調査
８／
20～
21 
本誓寺（真宗大谷派
　
岩手県盛岡市）＊継続調査
３／８～
10 
本誓寺（真宗大谷派
　
岩手県盛岡市）＊継続調査
・寄託史料の整理調査・学園史関係資料の再確認《特別活動》・ （仮称）初期真宗研究会（開催日
 ８／
23、２／
13　
会場
 知文会館）
・随時、研究所への学術的来訪 打診へ対応。
